
、



迎

春

町
民
の
み
な
さ
ん
、
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

希
望
に
輝
く
平
成
五
年
の
新
春
を

迎
え
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
発
展

を
心
か
ら
お
鹿
ぴ
申
し
あ
げ
ま
す
と

共
に
、
平
索
、
町
政
の
推
進
に
な
に

か
と
ご
理
解
ご
支
援
を
賜

っ
て
お
り

ま
す
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
深
く
謝

誌
を
表
し
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
国
際
的

に
は
、
国
際
社
会
に
お
け
る
貢
献
の

あ
り
方
、
環
境
保
全
的
問
題
、
農
産

物
の
自
由
化
の
問
題
等
、
日
本
が
果

す
べ
き
役
割
や
貿
易
摩
擦
等
様
々
な

問
題
を
抱
え
、
各
国
内
圧
力
は

一
段

と
増
し
て
来
て
お
り
ま
す
。

圏
内
に
お
き
ま
し
て
も
バ
ブ
ル
経

済
崩
墳
に
伴
い
暗
い
影
を
お
と
し
、

町政懇談会1;:

積極的l之参加しましよう

今
金
町
長

村

本

光

景
気
の
減
速
、
経
済
の
冷
え
込
み
も

長
期
化
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

施
策
と
し
て
政
府
は
、
昨
年
十
二
月

に
公
共
投
資
等
を
雌
り
込
ん
だ
大
型

補
正
予
算
を
計
上
し
、
景
気
の
回
復

を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
効

巣
が
序
々
に
地
方
に
波
及
さ
れ
る
こ

と
と
忠
わ
れ
ま
す
。

き
て
、
今
金
町
の
昨
年
を
顧
み
ま

す
と
‘
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
農
業

で
は
、
水
稲
を
は
じ
め
各
県
作
物
が

平
年
作
を
下
回
り
ま
し
た
こ
と
は
誠

に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
成
家
の
皆
さ

ん
、
関
係
各
位
の
ご
努
力
で
政
府
米

出
荷
全
証

一
等
米
と
い
う
金
字
搭
を

達
成
し
た
こ
と
は
、
市
く
評
価
さ
れ• 4・

第
三
次
今
金
町
総
合
計
画
に
お
け

る
町
の
将
来
像
「
新
し
い
時
代
に
即

し
た
牒
業
を
核
と
し
て
美
し
い
緑
と

水
に
固
ま
れ
た
健
康
的
で
ゆ
と
り
あ

る
ま
ち
づ
く
り
」
は
、
町
民
一
人
ひ

と
り
が
望
ん
で
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
.

日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
道
路
強

備
や
福
祉
の
向
上
な
ど
は
町
政
と
密

泊
し
て
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
。

そ
う
い
う
芯
昧
で
あ
ら
ゆ
る
行
政

施
鍛
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
小
さ
な
問
題
か
ら
大
き
な
問
題

そ
し
て
夢
を
、
皆
さ
ん
お
持
ち
で
し

ょ
う
.
そ
う
い
う
戸
を
聴
く
の
が
町

政
懇
談
会
で
す
。

町
民
生
活
が
緩
和
多
様
化
、
要
求

も
多
く
な
っ
て
き
た
現
在
、
町
政
運

営
は
厳
し
い
財
政
状
況
下
町
中
で
努

力
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
な
比
や
要
望
が
全
て
満

た
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
町

で
は
住
民
生
活
の
実
態
を
把
握
し
、

現
状
を
共
通
理
解
し
て
、
住
み
よ
い

町
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

町
民
の
方
々
の
建
設
的
な
意
見
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。
明
る
く
住
み

よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
、

一
月
下
旬

に
開
催
予
定
の
町
政
懇
談
会
に
、
こ

ぞ
っ
て
積
極
的
に
参
加
い
た
し
ま
し

ト，、勺，
。

夫

る
べ
き
で
、
道
南
で
の
今
金
米
の
位

置
付
け
を
強
固
な
も
の
に
し
て
い
た

だ
い
た
こ
と
に
心
か
ら
敬
意
と
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
柑
山
北

部
四
町
五
脱
協
が
協
議
を
し
な
が
ら

進
め
て
お
り
ま
す
野
菜
集
出
荷
施
設

の
建
設
が
九
月
末
に
起
工
さ
れ
、
本

事
業
が
農
業
情
報
ン
ス
テ
ム
(
フ
ァ

ク
ン
ミ
リ
)
設
置
事
業
と
連
動
し
て
、

新
鮮
野
菜
の
供
給
と
価
格
安
定
に
つ

な
が
る
も
の
と
大
い
に
期
待
さ
れ
て

お
り
ま
す
.

そ
の
ほ
か
の
主
主
事
業
と
し
て
、

町
民
的
皆
さ
ま
の
安
全
で
快
適
な
生

活
環
境
内
向
上
を
期
す
る
町
道
内
改

良
舗
装
事
業
を
は
じ
め
住
宅
、
消
防

施
設
の
新
築
や
活
力
あ
る
産
業
を

m

築
す
る
た
め
の
農
道
及
び
林
道
の
開

設
、
観
光
施
設
耐
軍
備
、
医
療
の
碓
保
、

健
康
づ
〈
り
、
教
育
の
振
興
な
ら
び

に
人
づ
く
り
対
策
な
ど
、
計
画
し
た

主
要
施
策
は
、
お
お
む
ね
順
調
に
進

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
ひ
と
え
に
、
町
時
間
会

を
は
じ
め
各
闘
係
機
関
、
町
民
皆
さ

ま
の
町
政
に
対
す
る
温
か
い
ご
支
援

ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
、
先
ほ
ど
照
会
し
た
野
菜

柴
出
荷
施
設
の
完
成
を
は
じ
め
、
旧

駅
周
辺
整
備
の
「
ま
ち
の
顔
づ
く
り
し

卒
業
の
一
環
と
し
て
建
設
さ
れ
て
お

l入
7 

年

-

L

L

J
匂
百
年
は
間
内
で
す
。

一、
一

日
M
十
二
支
の
動
物
の
中

て
、
た
だ
つ
の
ね
矧
で
す
。

m

に
れ
べ
と
い
う
と
、
ニ
ワ
ト
リ
(
刻
)

を
思
い
汗
か
べ
る
人
も
多
い
よ
う

で
す
が
、

ニ
ワ
ト
リ
は
人
間
と
品

も
な
ド
U

み
深
い
れ
ハ
ー
と
い
え
ま
す
。

り
ま
す
「
物
産
館
」
が
完
成
し
、
こ

れ
を
核
に
商
工
業
の
一
層
の
発
展
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
。
北
国
的

冬
を
快
適
に
過
ご
す
。
事
業
と
し
て

平
成
二
年
の
国
道
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
流
苫
構
工
事
も
本
年
を
も

っ
て
国

道
、
道
道
及
び
町
道
が
す
べ
て
完
成

し
、
供
用
開
始
と
な
り
ま
す
。
こ
の

事
業
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
地

域
住
民
的
方
々
の
ご
型
解
と
お
力
添

え
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
何
卒
よ
ろ

し
く
ご
協
力
の
ほ
ど
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
.
教
育
の
函
に
お
き
ま
し

て
は
。
町
づ
く
り
は
人
づ
く
り
。
を

モ
y
ト
l
に
、
本
年
中
学
校
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
を
導
入
し
‘
情
報
化
時

代
に
対
応
で
き
る
、
社
会
に
貢
献
で

き
る
よ
う
な
人
材
育
成
に
力
を
入
れ

て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
新
総
合

計
画
に
基
づ
く
諸
般
の
政
策
の
積
極

的
な
推
進
を
図
り
、
町
民
各
位
の
付

託
に
応
え
て
ま
い
る
べ
く
決
芯
を
新

た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
と
も
、
町
民
内
総
力
を
結
集

し
、
国
際
社
会
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
か
活
力
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
。

を
め
ざ
し
遁
進
い
た
し
た
く
存
じ
ま

す
の
で
、
よ
り
一
一
胞
の
ご
支
綾
を
賜

り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
一
言
申
し
述
べ
、

皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か

ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

• • 
は

年

酉ニ
ワ
ト
リ

が
H
本
の
文
献
に
劫
初
に

登
場
す
る
の
は
『古
事
記
』

-ma
τ
，削，
A
か
A

.

，a

で
す
。
天
照
大
神
が
天
の

岩
尽
に
こ
も
っ
た
と
き
、

そ
の
岩
屋
か
ら
出
て
あ
ら

う
た
め
に
、

市
世
の
長
嶋

ど

η
h

日
を
鳴
か
せ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
東
南
ア

ジ
ア
に
は
、
ニ
ワ
ト
リ
が

ムv予

一一一一吋 γ，-: 

今金物産館イメ ージパース

大
防
を
呼
び
出
す
い
ろ
い
ろ
な
神

話
が
あ
リ
ま
す
が
、

H
本
も
そ
う

し
た
流
れ
を
く
ん
で
い
る
の
で
し

ょ
う
。

ニ
ワ
ト
リ
に
は
、
卵

mAV肉
問
、

卵
肉
兼
用
、
観
朴
H
則
な
ど
の
種
類

が
あ
り
ま
す
。
H
L
中
の
鋭
日
川
の

ニ
ワ
ト
リ
の
中
で
は
、
特
に
長
足

ど
り町

叫
が
刊
界
的
に
も
有
名
で
す
。
尾

が
l
一
一メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
も
の

も
い
ま
す
。
ま
た
、
明
き
声
の
よ

い
約
荒
川
和
は
、
必
リ
の
あ
る
戸
で

一一
十
秒
近
く
も
鳴
き
続
け
る
も
の

Z
Z
L
ど
ー

も
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
戸
良
勉

や
附
九
な
ど
、
的
き
戸
臼
慨
が
い

ろ
い
ろ
い
ま
す
。

i
、

日

刊

と
紬
の
淡
い
ニ
ワ
ト

j
ノ
日

H
り
で
寸
が
、

H
M
近
は

そ
の
姿
を
見
か
け
る
こ
と
が
世
な

く
な
リ
ま
し
た
。
叫
す
は
民
家
の
庭

先
な
ど
で
飼
わ
れ
て
い
て
、
文
字

辿
り
の
「

ニ
ワ
ト
リ
」
で
し
た
。

し
か
し
、
制
官
庄
で
は
企
業
の
益
践

が
中
心
と
な
リ
、
片
ノ
ジ
で
え
さ

や
ホ
を
与
え
て
飼
づ
て
い
る
こ
と

が
多
い
の
で
、
「
ハ
コ
ト
リ
」
な
と

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
内
内
。
で
も
、
初
日
に

向
か
っ
て
時
を
告
げ
る
お
の
戸
で

M
を
覚
ま
す
と
い
う
の
は
、

都
会

人
に
と

づ
て
は
組
理
な
よ
う
で
す
。

1
 

2
 

〔〕3
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おもな建設工事
平成4年4月1日から平成4年9月30固まで

財政 状況の町
と'σ〉よ財政状況の公表は、町民のみなさんに町の財政がどのように運営され、

うな予算執行状況にあるかを知ってもらい、町政の一層の発展についてご協力を

(6月、12月)公表しているものです。お願いするため、毎年2回

69億3.931万7千円一般会計予算総額

(単位千円%)

平 成 4 年 度
区 分

予算現額 支出済額 支出率

議 会 費 94.267 44.748 47.5 

総 干高 質 1. 073. 023 440.896 41. 1 

民 生 費 539.459 242.495 45.0 

舟J 生 費 392. 758 177.901 45.3 

労 働 費 2.588 583 22. 5 

農林水産業費 1. 364. 905 172.959 12.7 

商 工 費 329.263 107.889 32. 8 

土 木 費 1. 495. 521 516.180 34.5 

1商 防 質 186.828 79. 123 42.4 

教 育 費 705. 065 286.972 40.7 

災害復旧費 。 。。。
公 債 費 750.640 369.418 49.2 

予 備 費 5.000 。。。
繰越明許質支出

t十 6.939.317 2.439.164 35. 1 

O歳 出内訳(単位千同%)

平 成 4 年度
区 分

予算現額 収入済額 収入率

町 税 541. 769 350. 149 64.6 

地方醸与税 105.800 28.834 27. 3 

利子害IJ 交付金 20.000 4. 723 23. 6 

自動車取得税交付金 51. 100 21. 268 41. 6 

地方交付税 2.786.433 2. 168. 530 77.8 

交通安全特別交付金 500 。。。
分担金、負担金 115.783 11.755 10.2 

使用料、手数料 182.284 66.508 36. 5 

国庫支出金 637.615 65.867 10.3 

道 支 出 金 558.618 21. 463 3.8 

財 産 収 人 149.669 82.862 55.4 

寄 附 金 100 100 100.0 

繰 人 金 234.817 99.013 42. 2 

繰 越 金 11.125 11.125 100.0 

雑 収 人 630.404 419.393 66. 5 

町 債 913.300 。。。
繰越明許質収入

百十 6.939.317 3.351.590 48.3 

O歳 入 内 訳

• 

• 

• 

• 

ム今金物産館建設工事

鉄筋コンクリート造一部鉄骨造 3階建

面積 380m'、 工事費 111.113千円

平成 5年 3月15日完成予定

私
た
ち
の
町

n
今
金
H

を
住
み
よ
く
す
る
た
め
町
で
は
、
生
活
環

境
、
教
育
施
設
、
経
済
基
縦
、
社
会
制
祉
の
整
備
充
実
を
図
る
た
め
、

各
種
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
皮
肉
お
も
な
建
設
工
事
を
写
真
で
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

平成4年度

ムオランダ通り歩行者専用道路築造工事

幅員(自転車道 3m、歩行者道 1m) 

延長 782m 、橋梁 1橋 (16.5m)

工事賛同，即日千円、 11月30日完成

ム今金総合公園造成工事

昭和61年に着工された、総合公園造成事業も本年度、

園路舗装工事などを終え、完成いた LまLた。

町民の憩の場、総合的レクリェーション活動の場と L
て利用されます。

町民の皆さんの協力に感謝いたします。

A昭和線凍雪害防止工事(流雪溝事業

延長 185m 、幅員 4m、歩道(1.5X1)m

工事費 100.860千円

平成 5年 3月初日完成予定

(単位千円 。%)

会コ¥〈ゴ
予算現額 収入済額 収入率 予算現額 支出荷額 支出率

国 保 事 業 会 計 718.766 280.387 39.0 718.766 255. 194 35.5 

間 易 ホ 道 会 計 144.032 55.377 38.4 144.032 51. 356 35. 7 

老 人 保 健 会 1十 878.877 381.595 43.4 878.877 370. 191 42.1 

国 保 病 院 会 計 1.298.983 520.469 40.1 1.298.743 558.333 43.0 

-収益的収入及び支出 1. 182. 436 498.469 42.2 1.182.195 538.063 45.5 

-資本的収入及び支出 116.547 22.000 18.9 116.548 20.270 17. 4 

合 Z十 3.040.658 1. 237.828 40. 7 3.040.418 1. 235. 074 40. 6 

〕4
 

〔

特別会計歳入 ・歳出予算の執行状況

ンタ 一新築工事 木造平家建一部地下造り

面積 361断、工事費 113.180千円 11月初 日完成

11月11日には落成記念祝賀会が仔われま Lた。

4観光トイレ・水飲み場施段建設工事

電源立地促進対策交付金を受けて美利

河ダム下の広場に建設。

面積 31.2mヘ工事費 35.844千円

身障者用トイレ付、 11月30日完成--

世銀.
4衛団地公営住宅遭設工事 1種 3LDK 4戸

2種 3LDK 6戸、 2種1LDK1戸、水洗ト

イレ付、工事費 111.981千円 11月10日完成
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学18目先の
今
金
町
奨
学
資
金

の
貸
付
希
望
者
へ

平
成
五
年
四
月
か
ら
修
学
さ
れ
る
学
生
で
、
奨
学
資
金

を
希
望
の
方
は
、

=
一
月
二
十
五
日
ま
で
に
教
育
委
員
会
ま

で
申
し
込
ん
で
下
き
い
。

。
貸
付
対
象
者
は

今
金
町
に
居
住
す
る
者
と
子
弟
で
次
の
条
件
を
備
、
え
て

い
，令、」ル」
。

l
、
同
校
及
び
大
学
に
進
学
を
希
製
す
る
者
。

2
、
学
資
の
支
払
う
こ
と
が
困
雌
と
認
め
ら
れ
た
者
。

3
、
身
体
位
版
、
学
業
成
績
俊
秀
、
世
行
普
良
で
あ
る
者
。

0
貸
付
額

A
、
高
校
、
専
修
学
校
高
等
諜
程
、
同
等
専
門
学
校
第
三

学
年
以
下

一
人

月

額

一

万

円

B
、
専
修
学
校
専
門
課
程
、
高
等
専
門
学
校
第
四
学
年
以

上

一

人

月

額

一
万
五
千
円
以
内

C
、
短
期
大
学

一
人
月
額

一
万
八
千
円
以
内

D
、
大

学

一
人
月
額

二
万
円
以
内

O
償

還
卒
業
後
六

ヶ
月
す
え
世
き
、

す
。

十
年
以
内
の
年
賦
償
還
で

詳
し
く
は
教
育
委
只
会
へ
お
お
ね
下
さ
い
。

包
②

3
4
8
8

第
十
八
回
光
の
里
学
園
祭
が
十

一
月
二
十
九
日
、
同
学
園
横

町
地
域
交
流
ホ

l
ム

「
ひ
か
り
の
さ
と
」
で
閲
似
さ
れ
ま
し
た
.

学
関
祭
は
、
舞
踊

・
部
山
閉
山
山
奏

・
泌
劇
な
ど
八
極
の
抽
出
目
に

練
習
を
重
ね
た
成
果
を
舞
台
い

っ
ぱ
い
に
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

中
で
も
演
劇
ご
」
よ
と
り
じ
い
さ
ん
」
で
は
、
左
の
ほ

っ
ぺ

に
こ
よ
の
あ
る
じ
い
さ
ん
の
、
固
く
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
心
が
、

右
の
ほ

っ
ぺ
に
こ
よ
の
あ
る
じ
い
さ
ん
の
優
し
き
に
つ
つ
ま
れ
、

改
心
し
て
行
く
物
語
で
見
る
人
に
感
動
を
与
、
え
て
い
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
久
し
よ
り
に
会
う
親
子
が
持
ち
寄
っ
た
弁
当
を

食
べ
た
り
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
せ
話
し
合
う
光
景
な
ど
、
ふ
れ

あ
い
が
あ
ち
こ
ち
で
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
も
た
く
さ
ん
の
友
情
出
州
酬
が
あ
り
ま
し
た
。
大

正
琴
愛
好
会
円
前
奏
を
は
じ
め
、
舞
踊
愛
好
会

・
影
絵
同
好
会

「
つ
よ

っ
ぺ
」

・
箱
舟
の
人
形
劇
狩
場
太
鼓
神
丘
小
児
童

の

「繁
明
太
鼓
」
な
ど
が
次
々
と
披
寵
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
も
笑
い
と
感
動
、
そ
し
て
ふ
れ
あ
い
の
学
園
祭
と
な
り

ま
し
た
。

• • 司~'*''*'③⑨③⑨也司E⑨③⑨百r>'*'、r>'*''*'司E司~'*'司B、r>'*'司E⑨③r，*，，*，，*，司~'*''*''*''*'司~'*''*''*'司B⑤司E⑨司E司~'*''*''*'司~'*'、r>'*''*'

平
成
四
年
度

中
学
生
絵
画
書
道
展
表
彰
式

• 
平
成
四
年
度
小

・
中
学
生
町
絵
画

省
道
展
は
、
町
内
各
小

・
中
学
校
か

ら
絵
画
的
部
、
小
学
生
問
点

・
中
学

生
羽
市
川
、
借
道
内
部
、
小
学
生
即
点

中
学
生
同
占
、
計
測
市
、
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

審
訟
の
粕
川
市
十

一
月
二
十
五
日

に
表
彰
式
が
役
場
会
議
室
で
行
わ
れ
.

十
六
名
町
人
穴
者
に
各
々
賞
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

マ
絵
画
の
部

町
長
賞
吉
村
章
彦
(
叶
県
営
、
新
谷

千
恵
子
(
卦
金
判
)
議
会
議
長
賞
油

谷
賢
二

(当金一色
、
村
上
絵
麻
(
ヨ
金
一
刊
)

教
育
委
只
長
賞

三
津
椛
直
幸
(珊
川
也
、

官
又
千
忠
(
耳
金
判
)

教
育
長
賞
中

野
い
ず
み
(日夜一也
、
脚
川
野
将
(当金一
川)

マ
書
道
内
部

今金町衛生委員会

ダブル受賞する

• • 
町
長
公
津
田
博
隆
(
相
川
判
)
、神印
刷

栄
型
子
(
訴
金
一
判
)
絡
会
時
間
長
江
阪

列
静
香

3
1也
、
阿
部
H
U
樹
(
司
令
判
)

教
育
委
只
長
H
H
H

早
坂
美
幸
(
酬
川
皆

、

タ

下

脊

(当金一刊)

教
育
長
賞
村

瀬
真
由
美
(日
J
刊)
、
笹
森
美
喜
(叶金
一刊)

〕B
 

〔

町豊から賞状を伝達される加蔵保室長

こ
の
度
、
町
衛
生
委
貝
会
が
全
国

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
協
議
会
と
印
刷
北
海

道
衛
生
団
体
連
合
会
か
ら
表
彰
さ
れ
、

十
二
月
十
目
、
町
長
よ
り
筑
状
の
伝

達
が
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
委
只
会
が
長
年
に
わ

た
り
取
り
組
ん
で
き
た
リ
サ
イ
ク
ル

巡
動
及
び
環
境
浄
化

・
部
続
失
化
運

動
的
地
道
な
努
力
が
報
わ
れ
、
今
回

の
受
賞
に

つ
な
が

っ
た
も
の
で
す
。

特
に
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
協
議
会
表

彰
は
衛
生
団
体
関
係
で
は
道
内
初
で

す
。

回
り
、

会
場
は
爆
笑
の
渦
に
包
ま
れ
て
い

ま
し
た

多
彩
な
催
し
巴
大
爆
笑

第
詑
田
農
村
婦
人
文
化
祭

第
三
十
二
囲
内
胴
村
山
川
人
文
化
祭
が
十
二
月
九
目
、
町
民
セ

ン

タ
ー
に
姉
人
部
員
ら
三
百
人
が
参
加
し
て
賑
や
か
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

文
化
祭
に
は
、
忙
し
い
農
作
業
の
合
間
に
作
ら
れ
た
ち
ぎ
り

絵
、
手
編
み
の
セ
ー
タ
ー
、

レ
l
ス
編
、
篠
細
工
な
ど
、
手
の

込
ん
だ
立
派
な
作
品
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
人
的
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
阪
升
部
長
の
あ
い
さ
つ
、
研
修
報
告
、

一
日
皆

貯
金
抽
選
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
抑
制
芸
発
表
で
は
、
各
地
区
で
趣
向
を
猿
ら
し
た

十
四
種
の
歌
や
附
り
が
披
露
さ
れ
、
中
で
も
三
役
他
役
貝
に
よ

る
白
鳥
肉
湖
で
は
、
白
山
に
扮
し
た
役
只
が
会
場
狭
し
と
踊
り

AQE
国

戯
時

遊
創

お一唱
スパつマス

回

J
打
ク

第

小
百
合
保
育
園
内
お
遊
戯
会
が
十

二
月
十
三
日
、
同
国
で
賑
や
か
に
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

六
十
人
の
凶
児
は
父
母
等
が
見
守

る
中
、
恒
例
の

「聖
劇
」
外
、
趣
向

を
凝
ら
し
た
九
種
の
お
遊
戯
を
元
気

い
っ
ぱ
い
踊

っ
て
い
ま
し
た
。

お
遊
戯
を
踊
る
闘
児
よ
り
も
ビ
デ

オ

カ

メ

ラ
を
片
手
に
心
配
そ
う
に

踊
り
を
見
つ
め
る
父
母
等
の
顔
が
あ

ち
こ
ち
に

最
後
に
サ

ン
タ
ク

ロ
ー
ス
の
お
じ

さ
ん
が
来
園
し
て
、
会
只
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
配
ら
れ
、
子
供
た
ち
は
大
喜

び
で
し
た
.

〕7
 

〔



十
一
月
十
八
日
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
今
金
老
人
ク
ラ
ブ
創

立
三
十
周
年
記
念
式
典

・
祝
賀
会
が

行
わ
れ
、
関
係
者
九
十
名
が
出
席
し

て
活
動
向
節
目
を
祝
う
と
と
も
に
新

た
な
飛
躍
を
哲
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
は
昭
和
三
十
七
年
、
今

金
老
人
ク
ラ
ブ
水
生
会
と
し
て
発
足

以
来
、
地
域
老
人
福
祉
活
動
の
実
践
、

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
中
核
的

役
割
を
は
た
し
て
き
ま
し
た
。

式
で
は
、
活
動
の
中
心
的
役
割
を

は
た
し
て
き
た
方
々
に
表
彰
状
と
感

謝
状
の
授
与
が
行
わ
れ
、
祝
賀
会
で

は
民
揺
研
友
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
演
芸

部
の
歌
や
踊
り
で
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ぷ合、

厳正
iI考
30λ 
局ク
ーー

をよ
按

フ

合金町赤十字奉仕団結成30周年

。
特
別
表
彰
状

加
藤
掠
四
郎
ぷ
倒

。
表
彰
状

伊
藤
幸
市
さ
ん
M

川
・
田
中
正
直
さ
ん
附

・
伊
藤
ミ
サ
♂
側

-
石
井
政
士
口
さ
ん
側

・
白
石
光
忍
さ
ん
附
袋
内
両
市
太
郎
さん

。申1)
感
謝
状

-
野
宮
ト
ミ
さ
ん
M
刷
山
崎
ヒ
サ
J

M

W

.
小
田
島
タ
ツ
エ

J
m
・
波
辺
ト
ミ

エ
さ
ん
側
伊
藤

7
y
エさん
M
W‘ 

(. 

民
生
委
員
児
童
委
員

が
決
ま
り
ま
し
た

|
お
気
軽
に
ご
相
談
を
|

民
生
委
只
・
児
童
委
貝
は
厚
生
大
種
多
様
な
ニ
ズ
に
応
え
る
た
め
日

臣
に
委
附
さ
れ
、
社
会
奉
仕
の
精
神
夜
地
域
に
溶
け
込
み
、
様
々
な
活
動

で
地
域
社
会
の
中
で
様
々
な
問
題
を
を
し
て
い
ま
す
。

抱
え
て
生
活
し
て
い
る
人
た
ち
の
た
具
体
的
な
民
生
委
貝
、
児
童
委
員

め
に
調
査
、
相
談
、
援
助
に
あ
た
る
さ
ん
の
お
仕
事
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委

方

々

で

す

。

員

さ

ん

が

一
定
の
地
区
を
受
け
持
ち
、

こ
の
ほ
か
に
も
町
内
福
祉
行
政
へ
生
活
保
護
世
帯
の
お
世
話
や
新
規
の

の
協
力
や
活
動
、
地
域
と
行
政
の
福
申
請
、
お
年
寄
り
、
心
や
身
体
に
障

祉
サ
ー
ビ
ス
の
パ
イ
プ
役
な
と
、
多

害

の

あ

る

方

、
精
神
薄
弱
の
方
、
母

• 

子
家
庭
、
子
供
を
取
り
巻
く
様
々
な

問
題
に
携
わ
る
な
ど
、
地
域
に
根
ざ

し
た
身
近
な
問
題
に
幅
広
く
関
わ
り
、

そ
の
方
々
に
親
切
な
お
世
話
を
し
て

い
ま
す
。

十
二
月
一
日
付
け
で
二
十

一
名
の

委
員
さ
ん
が
厚
生
大
臣
か
ら
委
嘱
を

受
け
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

生
活
の
こ
と
、
家
族
の
こ
と
、
地

域
内
問
題
、
小
さ
な
悩
み
ご
と
な
ど

お
気
軽
に
近
く
の
委
貝
さ
ん
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

〕自〔

住所 氏 名 電話 担 当 地 区 名

'fi利河 佐 藤 誠 太 郎 3-7035 英利河

中 花 石 田中義雄 3-7343 花石

中 里 中島弘 一 2-262~ 中里、住吉、上極川

極川駅南'J 山本敦子 2-0521 宮前、駅前、中鑑別l

下樋川 小岩高股 2-2736 奥車引iI、光台、下種111、下メップ高台

上稲枯 楠 亨二 2-252日 上稲糖、下稲糖、金又

J¥ 鈴 各断 正 2-2144 国代、上田代、南田代、盟畳、南盟畳、八鈴

八東南原 小限安夫 2-3103 八東更生、宝回、初回、南原、宮の下

白 石 木島和雄 2-1974 白石、八束中央、業

主告 金 水野英 2-3012 金原、鈴金

上豊田 鈴木吾良 2-3050 豊田、春日井

鈴岡第一 幅口忠男 2-2356 鈴岡、神丘、トマJ竹、中村yケソ、下ト町村

日 進 小出重徳 2-)918 日進

大手口町 p 探喜美子 2-0330 大和町、御影

昭和町 重村栄吉 2-1043 日の出町、雨量町、聾昇

東 目T栗山幸雄 2-0238 東町、曙町

八幡町 松橋事子 2-0702 八幡町、昭和町、木町

旭 rnj 尾形哲夫 2-0426 旭町、葉町、緑町、商工団地

南 mj 多日正夫 2←0108 南町

末広町 阿韓民子 2-0316 末広町

南 栄 町 南川利美子 2-0421 南栄町

民生委員・児童委員名簿

十
二
月
六
日
町

民
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
今
金
町
赤

十
字
奉
仕
団
結
成

=
一
十
周
年
記
念
式

典
並
び
に
祝
賀
会

が
開
催
さ
れ
ま
し

た
昭
和
三
十
七
年

に
四
十
一
名
で
結

成
以
来
、
独
居
老

人
愛
の
訪
問
を
は

じ
め
、
福
祉
施
設

の
訪
問
容
仕
及
び

消
柿
奉
仕
な
ど

数
々
の
奉
仕
活
動

を
実
践
し
て
き
ま

し
た
。平

成
三
年
度
に
お
け
る
活
動
人
貝

は
延
九
百
十
五
名
、

二
一
千
四
百
九
十

二
時
間
に
も
お
よ
ん
で
い
ま
す
。

現
在
、
団
員
数
は
六
十

一
名
で
あ

り
、
昭
和
六
十
二
年
日
本
赤
十
字
社

北
海
道
支
部
長
表
彰
、
平
成
三
年
柏

山
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
長
表
彰
な
ど

数
々
の
受
賞
を
し
て
い
ま
す
。

同
団
の
松
橋
泰
子
委
貝
長
は
、

寸
赤
十
字
奉
仕
団
の
組
織
の
一
環
と

し
て
活
動
し
、
地
域
の
奉
仕
者
と
し

て
誇
り
を
持
っ
て
活
動
を
続
け
て
い

き
た
い
。

L

と
さ
ら
な
る
飛
蹴
を
諮

っ
て
い
ま
し
た
。

I
l
l

.
，
 

ま
た
、
多
年
に
わ
た
り
活
躍
を
さ

れ
て
い
る
団
貝
に
感
謝
状
が
お
く
ら

れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

白
山
千
代
、
栗
山
ハ
ナ
、
阿
部
貞
子
、

松
橋
泰
子
、
花
井
美
枝
子
、
阿
知
波

公
子
、
狭
間
リ
カ
、
出
畑
愛
子
、
石

井
照
子
、
石
井
智
恵
子
、
牧
田
ハ
ル

エ
、
島
崎
多
喜
子
、
生
也
、
キ
ヨ
エ
、

本
田
キ
ミ
子
、
内
ケ
島
栄
子
、
遠
藤

玲
子
、
認
沢
て
る
子
、
小
田
島
と
し
、

秋
元
絹
子
、
斎
藤
ミ
チ
、
的
海
ヨ
ネ
、

竹
内
ウ
メ
、
芳
賀
あ
き
え
、
加
藤
イ

チ
、
川
原
ト
ヨ
、

m
t
「
沢
弘
子
、
滝
沢

照
子
(
敬
称
略
)

:(< } 届出はa日以内l之 (~ )): 
こんなときはこんな届出を世帯王のかたは、自分の世帯に属する被保険者

の資格に異動のあったとき(他の健康保険にはい

ったとき、他の健康保険をやめたとき、他市町村 • • 持替曹るもの⑧畳星空空丞重彦

隠場篭の健康保般をや
めだとさ

印かん 両万の保蹟!I
G趨跡白保険証ガ来空

柑のとき臥旺明できる

もの〉

印かん侠暗証
究亡を8正明するもの

印かん保暗証
保主要決定通知書

転入してきだとき

印かん保験駈

磁llia酒暗保障震に入つ

疋とき

生活保湿をうけ芯く怠

つだとさ

子どもガ~cまれ疋とき

死亡しだとさ

生活保磁をうけ圭よう

に結ったとき

園
保
に
加
入
す
る
場
合

へ転出したとき、転入してきたとき、子どもが生

まれたとき、加入者が死亡したときなど)は、 14

日以内に届出をしなければなりません。

車五出するとき

〕g
 

〔

国
保
を
や
め
る
場
合

O 
国保をやめる臼

01世の市町村へ転出し疋巴

の翌日

@型車場の健康呆険へはいつ

だ自の翌日

@死亡した日の翌日

@生活保護在うけはじめ芝

日

O 
国保に加入する巴

@他の市町沖すから転入して

き疋巳(職場の医劇呆隙

に加入レてい怠い場合〉

@磁場の健康保険をぬけだ

白の翌日

@出生しだ巴

。生活保護をうけなくなっ

定日



千葉県で農産物フェア

舎金男しゃく・軟自長ネギなどをPR

大
消
費
地
で

J
ノリ

l
ン
今
金
町
し

の
農
産
物
を
P

R
し
、
販
路
、
消

貨
の
拡
大
を
図
ろ
う
と
、
今
金
町
農

産
物
フ

ェ
ア
が
十
二
月
五
、
六
固
め

両
日
干
梨
県
市
川
市
町

ス

パ

l
フ

レ
Y
7本
八
幡
庖
と
中
山
庖
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

庁
イ
ド
ポ
ス
ト
地
域
実
践
事
業
、

う
ま
い
米
づ
く
り
推
進
卒
業
の
一
環

と
し
て
開
催
し
た
も
の
で
、
道
外
で

は
昨
年
に
続
き
2
回
目
、
日
本
一
の

折
り
紙
が
つ
く

「A
Y
金
却
し
ゃ
く
」

を
は
じ
め
軟
白
長
ネ
ギ
、
玉
ネ
ギ
、

ニ
ン
ニ
ク
な
ど
が
市
価
の
半
値
ほ
ど

と
あ

っ
て
朝
か
ら
行
列
が
で
き
る
ほ

ど
の
人
気
で
し
た
。

特
に
到
し
ゃ
く
と
玉
ネ
ギ
の
売
れ

行
き
が
よ
か

っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

ス
ー
パ
ー
フ
レ
ッ
ク
は
十
二
庖
舗

を
有
す
る
千
葉
県
最
大
の
大
手
で
、

今
金
の
男
し
ゃ
く
、
軟
白
長
ネ
ギ
が

目
玉
商
品
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

直
接
消
費
者
と
交
流
、
対
話
し
た

生
産
者
も
、
北
海
道
の
ク
リ
ン
野

菜
の
人
気
が
商
い
こ
と
に
自
信
を
深

め
た
よ
う
で
す
。

• • 

と /ー ¥
おて しd噌)
庖も ¥アマン
屋疲 三三
され i.¥
んた I'" I I 
集 ¥!・'ノ
ヨコ

j 鳴.，~ (成
た仕 てしんのきてオい タしフ l す i食て後にんを た ( '"  ¥ 
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t てに年 L 当て心き音 LDなまられ CD中 iりょとえ前たと 会+てー-:.;
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揖
利
河
小
六
年

伊

線

当
の
音
楽

江
提
供

て
い
き
た

叩

宰
昇

舘
田

慎
也
、

ω

，、
四
噌

「
昭
和
五
十

一
年
に
高
校
を
卒
業

を

と
同
時
に
楽
器
と
オ
ー
デ
ィ
オ
の
庖

邑
喝

。
た
て
だ
謀
総
u

を
経
営
し
て
い
ま

枇
呂
町
日
明

・・
「ι山
H

・
E
EE
F
F

・-.，.

F
H
F
晶、
凶

---a'ιu悶

M
れ。

芳
一
一
主

男

Ma
aに
h
k

年

J
A
謂
摂

彊重豆至記

そ
し
て
当
日
に
な
り
ま
し
た
。
九

時
三
十
分
ま
で
に
う
す
焼
き
卵
と
、

ベ
ジ
タ
プ
ル
ラ
イ
ス
と
サ
ン
ド
イ
y

チ
を
作
り
ま
し
た
。

そ
し
て
九
時
三
十
分
に
、
開
会
式

を
や
り
、
い
よ
い
よ
民
い
物
ス
タ
ー

ト
に
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
庖
に

も
ど
ろ
う
と
思
っ
た
ら
、
早
く
も

一

人
お
客
さ
ん
が
来
ま
し
た
。
そ
し
て

ど
ん
ど
ん
、
お
客
さ
ん
が
来
て
、
予

恕
以
上
に
こ
ん
ざ
っ
し
て
、
と
て
も

大
変
で
し
た
。

や
っ
と
注
文
が
終
わ
っ
た
と
思
っ

た
ら
、
ま
た
す
ぐ
に
お
答
さ
ん
が
来

て
、
体
育
館
か
ら
家
庭
科
室
の
聞
を
、

十
往
復
ぐ
ら
い
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

十

一
時
十
分
ご
ろ
や

っ
と
良
い
物
に

行
け
る
余
絡
が
で
き
ま
し
た
。

計
画
だ
と

一
人
が
脂
番
を
し
て
二

人
が
口
い
物
に
行
く
順
番
で
や
る
は

ず
だ
っ
た
け
ど
、
い
つ
お
客
さ
ん
が

来
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、

二
人
が

応
番
を
や
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

時
間
が
少
な
い
の
で
、
紫
早
く
買

い
物
を
す
ま
せ
て
も
ど

っ
て
次
の
人

が
行
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
十
一
時
三
十
分
お
庖
屋

さ
ん
集
会
が
終
了
し
ま
し
た
。
疲
れ

た
け
ど
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。

J
の
ん
駐
の
広
島
L

は
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
世
稿
し
て
い
た
だ
い

た
作
品
を
紹
介
し
た
り
、
菅
さ
'
ん

の
信
言
を
お
手
信
い
い
た
し
ま
す
.

〕日1
 

〔
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一

V
-J-a

ま
よ
っ
て
お
い
て
、
十
五
日
の

一

一

!
註
古

占
鴎
J
W鋼
幽

小
正
月
に
そ
れ
を
焼
い
て
;
ど
ん

山

一

恥

げ

川

口

監

と
さ
ま
e

と
い
う
行
き
す
る
地

一

一

』

R

1

ι

峨
も
あ
り
ま
す
。

一

一

お
正
月
の
敢
に
、

「年
の
は
じ
め
最
近
の
都
会
の
集
合
住
宅
で
は
、

一

一

の
た
め
し
と
て
松
竹
立
て
て
松
飾
り
を
立
て
る
習
慣
も
少
な
く

一

一
門
こ
と
に
」
と
い
う
激
吋
あ
り
ま
な
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
を
ド

一

一
す
;
何
で
お
正
月
に
松
亨
乞
立
て
ア
に
つ
け
た
ま
ま
、
お
正
月
を
迎

一

一

る
の
々
と
患
っ
た
子
ど
も
も
い
る
え
る
家
も
見
か
け
ま
す
。
で
も
、

戸

一

そ
う
で
す
。

昔
か
勺
の
伝
統
文
化
を
大
切
に
す

一

一

ぞ
れ
は

S
て
お
き
、
門
松
と
い
る
気
持
%
だ
け
は
、
忘
れ
た
く
な

一

一

う
と
家
の
門
に
松
と
竹

2
・

・

い

も

の

で

す
。

一

戸

て
る
の
が
一
般
的
と
思
っ
て
・
・
・
圃
と
こ
ろ
で
、
一
月
二
十
六

一

一

い
る
方
も
い
る
よ
う
で
す
が
、
』
・
・
日
は
「
女
化
財
防
火
デ
l
」

一

一

東
京
な
ど
で
は
江
戸
時
代
か
緬
掴
.
で
す
。
昭
和
二
十
四
年
の
こ

一

一

ら
の
し
き
た
り
で
、
松
と
竹
拍
・
・
・
圃
の
目
、
法
隆
寺
金
堂
の
壁
画

F

'

で
す
が
、
地
方
で
は
昔
か
ら

F
圃
圃
圃
闘
が
焼
領
し
た
の
で
す
。
こ
の

一

一

の
風
習
で
、
ツ
バ
キ
や
サ
カ
・
・
・
園
田
を
機
会
に
文
化
財
の
大
切

一

一

キ

、

杉

や

ナ

ラ

な

ど

、

い

ろ

・

・

2話
し
合
い
、
火
災
の
恐

一

一

い
ろ
な
木
を
使
う
よ
う
で
す
。

ろ
し
さ
を
再
認
識
し
ま
し
ょ
う
。

一

一

飾
る
場
所
も
門
の
前
と
は
限
り

一

一
ず
、
家
の
中
や
神
棚
に
飾
っ
た
り

P

L

P

門

主

一

一

し
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
神

、、

ι
一

一

織
の
宿
る
ゅ
よ
り
し
ろ
ゆ
と
考
え

r

t

h

4

一

一

ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

1

7

a

一

さ
て
、
そ
の
飾
り
を
外
す
日
で

y

k

a

'

J

一

一

す
が
、
こ
れ
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

~

句

て

一

一

地
域
に
よ
っ
て
は
よ
松
の
内
。
を

予

折

』

』

子

一

一

一
月
三
日
ま
で
と
い
っ
た
り
、
七

-

u

u

F

h

固
ま
で
と
い

っ
た
り
ま
も
ま
ち
だ

L

1

1

F

一

か
ら
で
す
。
な
か
に
は
、
十
四
日

F

一

r
-s
'
h

・f't
・g

・4

，.5
・f-t
・1，.，.，h.
，，，
，，h・・6

・6

・5・s'
e

・'L

• • 
まい

4高谷 真以¥
(平成3年 5J1 8日生まれ)

揖町 高昔裕史九、専艶九町長女

[親から]

一日中、宜べてばかり rおかげさまで、
みての通り肥満児です.

でも、この可霊いきは維にも負けない

ワァ

ろづ後の戸イドル
けいすけ

砂川崎敬介くん
(平成3年 I月26日生まれ)

中トマンケy 111崎車九、良子九の畳男

[親からI
長7脊，ぃ旺盛、1¥Iと果物が大好きです。

家ではこの頃、お荷1;ちゃんと同じ物をほ
しがってケンカもするけど fずった時

にはお姉ちゃんがあやしてくれるとすぐ
にプキゲンに'このまま姉弟なかよく元

気に育つては Lいと思っています.
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、，、

み

〆

りお
'n

知
百
川いせ
へ

年
金
相
談
日

の
お
知
ら
せ

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を
次

の
日
程
で
お
受
け
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ロい告白

き
一
月
二
十
一
日
(
木
)

午
前
十
時
i
午
後
三
時
ま
で

一一
、
と
こ
ろ

役

場

町
民
相
談
室

三‘

相
談
員
函
館
社
会
保
険
事
務

所
職
貝
一
名

〈
町
民
福
祉
制
昨
年
金
係
〉

と
年
末
年
始
の
公
衆

浴
場
の
営
業
に
つ
い
て

年
末
年
始
の
公
衆
浴
場
内
営
業
は

次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

マ
老
人
福
祉
セ
ン
タ
浴
場

ロ
月
白
日
日
時
!
日
時
ま
で
営
業

1
月
1
日
か
ら
4
日
ま
で
休
業

ー
月
5
日
か
ら
平
常
営
業

マ
種
川
温
泉
休
憩
所

ロ
月
白
日

9
時
i
口
時
ま
で
営
業

1
月
1
日
休
業

1
月
2
日
か
ら
平
協
営
業

《
町
民
福
祉
税
術
生
係
》

(町民稲祉謀衛生係 ・国保係)

検診を受けて明るい健康づくり

月みんなの健

年
末
年
始
患
者
輸
送

パ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

十
二
月
三
十

一
日
か
ら
翌
年
一
月

六
日
ま
で
運
休
い
た
し
ま
す
。

ご
不
使
を
お
か
け
し
ま
す
が
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

{
町
民
福
祉
課
衛
生
係
}

一
月

O
日
は

二

一

O
番
の
日
」

で
す

皆
さ
ん
に

一一

O
番
を
正
し
く
、

積
極
的
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
、

毎
年
一
月
一

O
日
を
二
一

O
番
町

田
」
と
定
め
て
お
り
ま
す
。

利
用
す
る
と
き
は
、
次
の
六
つ
の

ポ
イ
ン
ト
に
注
意
し
て
か
け
ま
し
ょ

、勺ノ。

-R何
が
あ

っ
た
か
?

食
ど
こ
で
?

*
い
つ

*
犯
人
は

*
今
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
?

*
あ
な
た
は
?

。
ま
た
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し

ト歩、っ，，。

*

一一

O
番
は
「
早
さ
が
命
」
で

す
。
事
件
事
故
に
あ
っ
た
と
き
は
、

ま
ず
先
に

「
一
一

O
番
」
し
ま
し

ト，、っ
'o

*

一一

O
番
は
、
通
報
と
同
時
に

出
動
を
指
令
し
ま
す
。
あ
わ
て
ず• • 
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社会福祉協議会だより
4. 12. 10 

誕光町星学園、量膏圏、社会掴祉也障会への多輔の

ご寄附あ号がとうございました.
《敬跡.l)

〈入 岡市〉 高 本 纏 a伊 震 正
4骨 9手 良 恵 本 管 失 山 口 . ，乎
〈礼文町〉 細目

'" 
フ 三埠橿 和 9月

佐 臓 欣 慢 "‘ 井 サ ホ よ B奪 .. 
〈岩見沢甫〉 m 賀ミ妥 ~ 敏 稼 本 信 子

浦町帽 a ハツエ田 村 終 予 佐 g 4量 • 〈札観市〉 • 人 ヨ降 2 多 図 絹 子
片 同 ~ 三 〈北槽山町〉 児 玉 聞 手
同 関 久 立制民 図 信 ヲ". 山 昭 作

a・山 情 ー山 下 修竃 図 守 回
〈苫小組市〉 高 援 摘 -1. 図 ~ 平
高

"・
寅 宮 鈴 本 禽 岨石井位置 ー眠干.，草平

〈奮 闘 市〉 割医 • . Z 今金町赤十字奉仕回

伊
E・ 緬 也 .. 野 錫 曹今金桶人企

〈ニtコ町〉 ~ 実長 研 - Il‘ 島 ア イ• 図 ..， (骨量 町〉 大 倉 唇訓， .. 
〈函館市〉 F i[ 】。 ..伊 E‘ トミノ.. 歳 金 弥今金轟便局 4診 村 櫓

佐 a 勇 治嘗 又 ヨゾ子 4を 村 E 俊

浜 茜 信 農位.木 作太郎 相 エ 彊 級

~ 図 昭 干北趨遭餌行今金支居 今金町民生児童書聞協凪金

竹 ~ 千..平 4惨 金 町大和吾 E a‘ 
竹 ~ 俊 朗今金町瞳員組合 調限 山 .. .. 
<11 • 11> 陥 観 久鱒平 ホ 図 久鍵予

石 .. .. -'8 軒スト 7 石 井 • 子
〈八.町〉 伊 • 文 ー臨 ii 管 失

近 E‘ 博 111. • '町 予制民 図 頗 予
慮 E 芳 ."炉 島 ，、 ル 奮 島 .. 
'0方鶴町〉 多 図 守 仰池 図 官官 曾

首‘ 帽 ハ "大正~愛好会 作 内 ネL 子
〈奥尻町〉 マ ド ノ ナ 飯 図 まさえ

" 谷 ... 干彫雄両好会つ..l(..，ベ 司ド 沢 富・子

〈よ".町〉 大 n思 ‘降 予~ 野 .. . . .. 原 .. 且今金町担金 ~金 舞踊愛好 会

〈江差町〉 今金町社会福祉箇副会 .. 井 g 男
房 留 • .箇 中 春 ~金原小事棋

編 a‘ 制E 怯困拝中 剛櫨川 小学峻

河町 * 康 子高 野 定 鴫 媛 本 光 手
下 周 春 健 佐 髄 .・ 図 ミツ"

江量母子金 高 鍋 正 入額 E戸 と 志

0・山教育局 手 島 克 巴 竹 内 手
〈厚沢陣町〉 量 ~ 箇佐 S事 陵 乎
Jt a‘ 章受 ..犬 .. アザ子 河 図 之
〈胴石町〉 山 Jt ‘E ..内 薗帽肉庖

膿石町母子金 醤 冨 t宵 四 ~金町国保闘院看置蝿一同

〈大鹿 町〉 川 村 同小西聖膚庖

大 M時 敏 己干代吾 民伊 藤摘 車問肝

高 構 ~ 手竹 内 正 失厳 園 輸 米司両

国 a‘ 雪量 ニ外 崎 嘗富 崎 • 己
〈君臨 . 町〉 .. 本 忠 川 .米暗躍

に
警
察
官
肉
質
問
に
答
え
て
く
だ

さ
い
。

合

一一

O
番
町
「
い
た
ず
ら
電
話
」

は
み
ん
な
が
迷
惑
す
る
の
で
や
め

ま
し
ょ
う
。

〈北
楠
山
警
察
署
}

一
・
ニ
級
技
能
士

課
程
通
信
制
訓
練

講
座
の
す
す
め

生
産
現
場
で
働
く
方
々
が
建
築
大

工
、
配
管
な
ど
幻
砲
の
専
門
的
知
織

を
身
に
つ
け
る
た
め
の
鱗
座
で
、
実

務
の
経
験
が
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
受

講
で
き
ま
す
。

訓
練
科
目
、
受
問
料
な
ど
詳
し
い

こ
と
は
、
函
館
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー固は検診を受けましよう年1

ま
で8

0
1
3
8
5
2
0
3
2
3
 

地

美利河生活館

(美利河花石)

中里僻地保値福祉館

(中里・ 住吉)

八東生活改善センター

〔八束・白石 日進)

鈴金生活改善センター

〔金原八鈴)

神丘構造改善センター

(神丘 ・鈴岡)

豊田生活館

(豊田・ 春日井)

種川構造改善センター

〔光台種 川上下稲麗

南岸)

町民センター

町民センター (夜間)

老人福祉センター

合

• • 
，
受
け
て
安
心
、
健
康
診
断
u

去
る
日
月
お
、
初
、
幻
、
ロ
月
1
、

2
自
の

5
日
間
で
住
民
検
診
が
行
わ

れ
多
数
町
方
が
受
診
し
、
自
ら
の
健

康
チ
ェ

y
ク
を
し
ま
し
た
。

循
環
器
検
診
に
つ
い
て
は
、
今
年

か
ら
検
査
内
容
も
拡
大
さ
れ
、
従
来

の
血
圧
、
尿
、
身
体
計
測
、
血
液
検

査
(
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
肝
機
能
、

貧
血
)
に
加
え
、
心
電
図
・
眼
底
検

査
が
実
施
さ
れ
、
血
液
検
査
に
お
い

て
も
脂
質
系
、
血
緒
、
腎
機
能
等
が

加
わ
り
多
項
目
の
検
診
が
行
わ
れ
ま

し
た
。各

地
区
内
受
診
者
数
は
次
の
表
的

と
お
り
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
一
千
二
百
人
が
受

診
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
検
査
結
果

に
つ
い
て
は
、
各
自
指
示
さ
れ
た
こ

と
に
従
っ
て
下
さ
い
。
皆
様
も
日
頃

(人)

50 

48 

61 

34 

項 日 対象者 実施日 時 「品 対象地区 実施会場 備 考

① 般 相 談 全 住 民
11目伺)

10: 00-15 : 00 全地区
老人福祉

保健指導、健康相談
25日開l センター

② 妊 姉 相 談 妊婦の方 12日同
受付時間

" 
町 民 尿検査、血液検査、歯科指

12: 45-13 : 15 センタ 導、助産婦指導

季節労務をされ 13日同
尿検査、血液検査、身体計

③ 季節労務者検診 9 : 00- " " 測、血圧測定、心電図検査
ている方 29目幽

眼底検査

④ 手L 児 相 談
生後

14日同
受付時間

" " 保健指導、健康相談
B 、 9ヶ月児 9 : 30-10 : 00 

⑤ l歳 Bヶ月児健診
生後 l歳

14日同
受付時間

" " 
尿検査、医師診察、フッソ

7、 Bヶ月児 12: 30-13 : 00 塗布、歯科指導、保健指導

⑥ 無医地区巡回診療 全 住 民 14日同
受付時間

" " 診療科目(眼科)
14 : 20-14 : 50 

⑦ 育 児 講 座 生後 3ヶ月児 21日同
受付時間

" " 保健指導、健康相談
9 : 30-10 ∞ 

⑧ 手L 児 健 診
生後 4、 7、

21日開
受付時間

" " 
身体計測、 医師診察、歯科

1 0、 12ヶ月児 12: 30-13 : 00 指導、栄聾指導、保健指導

⑨ 股 脱 健 雪世八
生後 2ヶ月と

25日伺) 13: 00-14 : 00 " 
今金

股関節X線撮影
25日以上の幼児 保 健 所

⑪ 3 歳児健診
生後 3歳 2、

28日開
受付時間

" 
町 民 身体計測、医師診察、歯科

3、 4ヶ月児 12: 30-13: 00 センタ ー 指導、栄養指導、保健指導

数人区

ム昭和仲通り商唐会が吉田クリーニング庖前にハ

ート型チュ ーIJ'yプのイルミネーションを設置、

道行〈町民の目を楽しませています。

か
ら
健
康
に
は
留
意
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
年
一
回
は
、
検

診
を
受
け
、
健
康
チ
エ

y
ク
を
し
ま

し
ょ
、
フ
。

{
町
民
福
祉
諜
国
保
・保
健
指
導
縁

59 

45 

86 

E十

1
 

3
 

1
 

〔



い
つ
も
あ
り
が
と
う
グ

小
百
合
保
育
園
児

今
金
消
防
署
な
ど

慰

問

ム 11月21日、勤労感謝の日を前に、小百合保育盟児が、

今金警察官派出所、今金消防署、いまかね歯科タリニ

ックを訪れ、日頃お世話になっているおじさんたちに、

手作りのプレゼントを手わた L、「いつもありがとうご

ざいます」とお礼を述べていま Lた。

1月の休日当番匡
1日

2日

τr 
μ g  

3日

10日

15日

17日

24 El 

31日

令令。@o住民の動態 。@oやや

(rjリ月女111ニ)
( 6 ) 

(-1 ) 

( 7) 

( 1 ) 

11月三ヰ民事tギ工

7.620人

3.688人

3.932人

2.487世帯

人 口

男

女

世間数• 
夢
誘
う
白
い
ゲ
レ
ン
デ

ピ
リ
カ
ス
キ
l
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
グ

-ヲ〉」てめおもヲ

λ

句
、
丸
、
凡
な

じ
さ抄
の
乃
凶
新

み
笑
日
悟

ん

川占
有
り

梨

は

前

さ

た

木

木

お

間

々

々

悶

境

佐

佐

11月14日(哲哉九 2女)八束更生

11月18日(裕市勺長女)南栄町

11月20日(住治九長男)末広I!汀

11月24日(健ーさん 2女)上田代

12月 3日(俊樹九長男)紋町

楢崎病院(瀬棚)H⑦3021

今金町国保病院(今金)H@0221 

北楠山阿国保病院(北杓山)H④5321

回医 院 ( 今 金 )H@0324 

今 金町 国保病院(今金)H②0221

平 病 院(北柏山)H ⑤5011

楢崎病院(瀬棚)H⑦3021

北相山町国保病院(北宇宙山)H④5321

骨ト百草

青柳

固いつまでもおしあわせに

%小林河'1Fllさん(南栄町)三大東佳奈子さん(高美町)

広川村 譲治さん(高畏町)二砂田小夜子九 (虻聞I町)

% 多国佳正さん (南I!可)二瀬山 IIt~;' 美さん(瀬棚町)

層圏おくやみもうしあげます

力nITlii 中花石

末広町

{主

種川宮前

高美町

南町

吉

83歳

77歳

91成

631嵐

63歳

85歳

11月24日

11月26日

12月13日

11月30日

11月30日

12月 2日

春 吉さん

秤谷八重さん

波法三郎さん

中津柴次郎さん

川村7 ツエさん

飯田シマノ 九

発
行
/
北
海
道
舎
金
町
役
場
制
②
G
a
i
a
-
T
番

• 

.クアプラザピリカスキーリンクス・リフト料金表

祖 別 区分 金額 矯要 大人 1.7∞阿 有効糊"'"尭売当日

1園券
大人 200円 有効潮間"発売時の 半 E 券 限ー1り2、30午午前唯ととはは91∞ 2 

1Yーズン
小人 l笠通O円

小人 F50門 時間9∞ -21∞
30-16∞とする

FF園券
大人 2 は~阿 有効糊問"提売時 の ナイタ共通 大人 35ぽ沼円 有効期間"尭売時の

1';"-;;l，ン y-;(ン券
1シズン

小人 1.500阿 時間9∞ 21∞

小人 27ぽ泊円 時 間9∞ -21:∞

1日券
大人 2.roJ円 有限効り刻問は尭売当日 シズン#

大人 21ぽ旧円 有効糊聞は発売時的
1シス'ン

小人 2α刃向 時 間9凶 16∞ 

小人 16庄町円 時間9佃 16:凹

ナイ日7 大人 1.5∞円 有効糊問は尭売当日 ナイ ， 大人 F5世泊円 有効潮間は尭売時の
""  限 問!} .._，~，~-- II-:--.:tン#小 1シズン

小人 11∞ 円 時 1ι∞ 21∞ 人 FF医旧同 時 間1ι∞ 21∞
働 者/小人とは中学生以下とする

1
 

4
 

1
 

〔

リフト使用料(消費税そ含仁)

編
一集
一後
一記

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

私
自
身
、
昭
和
三
十
二
年
生
の
酉

年
、
年
男
で
す
。
そ
し
て
今
年
内
抱

負
を
自
身
に
問
え
ば
、
答
え
は
?
?

?
?
?
?
?
で
す
。

自
分
の
恩
う
こ
と
を
声
に
出
す
、

文
章
に
す
る
と
い
う
の
は
ほ
ん
と
う

に
難
し
い
こ
と
で
す
。

今
年
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


